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見晴らしの丘公園から初日の出を望む

「細川紙」
ユネスコ無形文化遺産の
登録目前

P.7
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目前！
平成25年 12月定例会

12月３日〜11日

　

今
定
例
会
は
、
来
年
度
国
保
税
の
引
き
上
げ
な
ど
の
条
例
改
正
、
財
源
組
み
替
え
に
よ
る
日
赤
建
て
替

え
支
援
を
含
む
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
16
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決

し
ま
し
た
。
請
願
審
査
３
件
は
い
ず
れ
も
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た

だ
し
、
政
策
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

細川紙 ユネスコ無形文化遺産の登録

小川和紙小川和紙によるによる町 活性化町 活性化

Ｐ
Ｒ
と
販
路
の
拡
大

●
垂
れ
幕
な
ど
、
町
を
挙
げ
て
の
歓
迎
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
る
べ
き
で
は
。

●「
小
京
都
お
が
わ
」の
観
点
か
ら
も
町
・
協
会
・

販
路
・
第
２
次
産
業
・
芸
術
家
な
ど
専
門
家

も
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
っ

て
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

●
行
政
課
題
と
し
て
細
川
紙
（
ユ
ネ
ス
コ
）
担

当
を
置
く
ぐ
ら
い
の
気
概
で
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
。

●
町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
関
係
団
体

や
町
民
を
巻
き
込
ん
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
マ
ス
コ
ミ
に
働
き
か
け
て
取

り
上
げ
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
絶
好
の
機
会
で
は
。

●
町
も
住
民
と
共
同
で
商
品
開
発
も
含
め
て
積

極
的
に
か
か
わ
り
、
具
体
化
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

技
術
者
の
認
定
や
育
成

●
和
紙
に
か
か
わ
る
各
団
体
の
近
代
化
や
環
境

整
備
に
町
も
積
極
的
に
か
か
わ
る
べ
き
。

●
原
材
料
や
道
具
の
確
保
は
。

●
技
術
者
の
認
定
基
準
の
再
考
を
。

●
育
成
の
た
め
の
財
政
支
援
を
。

　平成 25 年４月、
※

細
ほそ かわ し

川紙（小川町・東秩父村）と

石
せき しゅう

州 半
ばん

紙
し

（島根県浜田市）及び本
ほん

美
み

濃
の

紙
し

（岐阜県美

濃市）それぞれの和紙産地を一括して「和紙：日本

の手漉和紙技術」としてユ
※

ネスコ無形文化遺産の候

補になりました。最終決定（平成 26 年 11 月頃）ま

で 10 ヵ月を切りました。

　11 月５日・６日小川町議会では推進の立場で何が

できるか、３常任委員会合同で積極的な取り組みを

行なっている美濃市に視察・研修に行き、関係者と

意見交換を行ないました。視察後、各議員が提出し

た報告書は、練り上げられて町に提言されます。今

議会では、５人の議員が一般質問で、細川紙を含め

小川和紙による町活性化について取り上げました。美濃市担当課と意見交換美濃市担当課と意見交換

飛躍の年飛躍の年

すたむちゃんの
ひと口メモ

　　　2003 年のユネスコ総会で採択され、2006 年に発効した無形文化遺産の保護に関する条約に基づいて保護されている無

形文化遺産。人々の慣習・描写・表現・知識及び技術並びにそれらに関連する器具・物品・加工品及び文化的空間のこと。建

造物など形がある（不動産）世界遺産に対し、無形文化遺産は形にならない人間が持つ知恵やわざなどが対象になる。

「ユネスコ無形文化遺産」すたむちゃんの
ひと口メモ

　　　小川町や東秩父村で漉かれている強靱（強くてしなやか）な楮
こうぞ

紙
が み

のこと。

紀州高野山麓の細川村で漉かれていた紙で、江戸時代に小川周辺に技術が伝わっ

た。日本の楮のみを使用し、伝統的な道具・製法で漉いた品質を保持した紙。

「細川紙（ほそかわし）」

議
会
か
ら
町
へ

積
極
的
に
提
言
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一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
の
制
定
・
改
正　

そ
の
他

条
例
の
制
定
・
改
正　

そ
の
他

平成

25
年度

︽
主
な
質
疑
︾

日
赤
改
築
の
意
義
と
重

要
性

問　

日
赤
改
築
工
事
は
、
民
間
の

事
業
な
の
に
な
ぜ
町
が
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
。

答　

日
赤
建
て
替
え
促
進
協
議
会

で
、
次
の
５
項
目
に
よ
り
建
て
替

え
の
重
要
性
と
支
援
の
意
義
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
第
２
次
救
急
医
療
機
関
で
あ

る　

②
埼
玉
県
が
ん
診
療
指
定
病

院
認
定
を
受
け
て
い
る　

③
精
神

病
床
の
確
保　

④
災
害
拠
点
病
院

指
定
を
受
け
て
い
る　

⑤
法
的
指

定
公
共
機
関
で
あ
る　

　

さ
ら
に
、
こ
の
地
域
の
高
度
医

療
と
緊
急
体
制
の
充
実
に
大
き
く

貢
献
し
、
住
民
生
活
の
安
全
・
安

心
な
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問　

日
赤
改
築
に
つ
い
て
、
住
民

へ
の
具
体
的
な
説
明
が
必
要
で

は
。

答　

今
後
広
報
等
で
経
緯
を
含

め
、
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き
ま

す
。

納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

と
は

問　

納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
具
体
的
な
説
明
を
。

答　

町
税
現
年
度
分
の
未
納
者
に

対
し
、
電
話
に
よ
る
自
主
的
納
税

呼
び
か
け
を
行
な
う
も
の
で
す
。

問　

ど
の
時
期
に
呼
び
か
け
を
行

な
う
の
か
。
対
象
者
と
取
り
扱
い

税
目
は
。

答　

時
期
は
督
促
状
発
送
後
で
、

未
納
者
が
対
象
で
す
。
取
り
扱
い

税
目
は
、
町
県
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保

険
税
で
す
。

問　

偽
装
請
負
の
お
そ
れ
は
な
い

の
か
。
場
所
は
ど
こ
か
。
民
間
委

託
に
な
っ
た
場
合
、
漏
え
い
の
不

安
は
な
い
の
か
。

答　

県
の
補
助
事
業
で
、
業
務
委

託
業
者
設
置
の
場
所
で
事
務
所
を

開
設
し
、
電
話
に
よ
る
納
税
コ
ー

ル
業
務
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
現
在
、
県
内
63
市
町
村
中
22

︽
主
な
質
疑
︾

リ
リ
ッ
ク
を
町
直
営
の

管
理
に

問　

指
定
管
理
者
制
度
か
ら
町
直

営
に
改
め
る
理
由
は
。

答　

建
屋
本
体
の
老
朽
化
や
照

明
・
音
響
等
の
設
備
も
更
新
の
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
末

に
出
さ
れ
る
耐
震
診
断
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
改
修
さ
ら
に
は
改
築

も
視
野
に
入
れ
、
町
直
営
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　

平
成
18
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
採
用
し
て
８
年
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
コ
ス
ト
の
削

減
を
主
目
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
総
括
を
お
願
い
し
た
い
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
平
成
18
年
度
か
ら
、
毎
週
月
曜

日
の
休
館
日
だ
っ
た
も
の
を
月
１

度
に
改
め
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

21
年
の
更
新
時
に
は
意
見
箱
を
設

置
し
、
利
用
者
の
ご
意
見
や
ご
要

望
に
お
応
え
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
さ
ら
に
は
、
平
成
24
年
の
再

更
新
時
に
当
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
住
民
の
皆
様
に
そ

の
役
割
を
広
く
周
知
し
て
き
ま
し

た
。

　

コ
ス
ト
面
に
お
い
て
は
、
制
度

導
入
前
後
の
平
成
17
年
度
と
18
年

度
の
比
較
で
年
間
２
３
０
万
円
の

減
、
さ
ら
に
平
成
24
年
の
更
新
時

に
は
年
間
３
０
０
万
円
の
削
減
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

問　

大
規
模
な
改
修
・
改
築
も
視

野
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

民
間
資
金
を
利
用
し
た
Ｐ

※

Ｆ
Ｉ
の

導
入
は
。

答　

来
年
度
以
降
、
リ
リ
ッ
ク
に

限
ら
ず
、
町
有
建
築
物
の
ア

※

セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
を
図
る

中
で
、
施
設
の
統
廃
合
を
視
野
に

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
和
紙
の

ふ
る
さ
と
児
童
合
唱
団
は
、
リ

リ
ッ
ク
︵
文
化
協
会
︶
が
育
成
し

て
き
た
団
体
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
運
営
の
変
更
に
伴
い
、

今
後
の
活
動
に
影
響
は
な
い
の

か
。
ま
た
主
催
し
て
き
た
各
事
業

の
展
開
は
。

答　

文
化
協
会
の
行
な
う
自
主
文

化
事
業
に
対
し
、
補
助
金
を
支
出

し
て
対
応
し
ま
す
。
各
団
体
に
お

い
て
も
、
今
ま
で
ど
お
り
の
活
動
・

活
躍
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

職
員
体
制
は
。

答　

町
職
員
を
副
館
長
と
し
て
配

属
し
、
文
化
協
会
の
職
員
に
対
す

る
指
導
・
監
督
を
徹
底
し
ま
す
。

公
平
委
員
会
を
共
同
設

置
す
る
目
的
は

問　

共
同
設
置
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　

利
益
は
、
中
立
性
・
独
自
性

が
高
ま
り
、
事
務
の
効
率
化
・
負

担
軽
減
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
職
員
の
苦
情
相

談
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

の
市
町
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

漏
え
い
に
つ
い
て
は
、
業
務
委

託
仕
様
書
の
中
で
守
秘
義
務
契
約

を
取
り
交
わ
し
、
さ
ら
に
個
人
情

報
取
り
扱
い
に
関
す
る
覚
書
で
徹

底
し
ま
す
。

問　

再
任
用
、
正
規
職
員
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
。

答　

こ
の
事
業
は
平
成
26
年
２
月

か
ら
３
月
末
ま
で
の
期
間
と
し
、

月
曜
か
ら
日
曜
日
の
全
日
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
電
話
で

の
呼
び
か
け
を
予
定
し
、
月
８
０

０
件
を
積
算
し
て
い
ま
す
。
通
じ

な
い
場
合
で
も
、
３
回
は
連
絡
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
も
職
員
等
で
納
税
呼
び
か

け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
自
主

納
税
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。　
　
　

小川赤十字病院第 1期工事　完成イメージ

ウインドアンサンブル恒例のクリスマスコンサート

すたむちゃんのひと口メモ

※PFI…Private Finance Initiative（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）。公共施設等の建設・

維持管理・運営等を民間の資金・経営能力及び技術的能力を活用して行なう新しい手法。

※アセットマネジメント…株式・債券・投資用不動産、その他金融資産の投資用資産管理を、実際

の所有者や投資家に代行する業務。
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柳
田
多
恵
子

井
口　

亮
一

髙
瀬　
　

勉

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

松
本　

修
三

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

大
戸　

久
一

根
岸　

成
美

宮
澤　

幹
雄

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

小
林　

一
雄

審
議
結
果

東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、川島町、
吉見町、ときがわ町、東秩父村、小川地
区衛生組合及び比企広域市町村圏組合に
おける公平委員会の共同設置

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

比企広域公平委員会の共同設置に伴う
関係条例の整理に関する条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

税条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

社会教育委員設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

公民館利用及び使用料条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

町民会館条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

農業集落排水処理施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

水道事業給水条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

下水道条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

ふれあいプラザおがわの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度一般会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成 25年度国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成 25年度下水道事業特別会計補正予
算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成 25年度農業集落排水事業特別会計
補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

請願審査結果

「容器包装リサイクル法を改正し、発生
抑制と再使用を促進するための法律の制
定を求める意見書」の提出を求める請願

○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ー 不採択

新聞への消費税軽減税率適用を求める
意見書の提出を求める請願

× ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ー 不採択

国に対し「消費税増税中止を求める意
見書」の提出を求める請願

○ × × × × × × × × × × × × × × ー 不採択

議　案　名

審議議案と議員の賛否

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

「容器包装リサイク
ル法を改正し、発生
抑制と再使用を促進
するための法律の制
定を求める意見書」
の提出を求める請願

請願者

小川町大字大塚408-8
生活クラブ生協小川支部　
　毛利和子　ほか15名

請願結果

　経済建設常任委員会
に付託され、委員長報
告は「不採択」でした。
　本会議での審査も、
「不採択」となりました。

新聞への消費税軽
減税率適用を求め
る意見書の提出を
求める請願

請願者

さいたま市浦和区東高砂
町21-1
埼玉県新聞販売組合
　組合長　市川謙示
　ほか７名

請願結果

　総務常任委員会に付
託され、委員長報告は
「不採択」でした。
　本会議での審査も、
「不採択」となりました。

国に対し「消費税
増税中止を求める
意見書」の提出を
求める請願

請願者

小川町大字大塚1233-23
全日本年金者組合
　小川町支部長
　天田英男　ほか58名

請願結果

　総務常任委員会に付
託され、委員長報告は
「不採択」でした。
　本会議での審査も、
「不採択」となりました。

町
民
町
民
のの
声声
をを
町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につい

て、町長の考えや意見

を求め、事柄をただし

たり、議員や町民の意

見などを述べることを

いいます。議員１人の

持ち時間は 75分に定

めており、議会だより

では、このやりとりを

要約して報告していま

す。

　今議会では、11 人

の議員が一般質問を行

ないました。

次ページ

請 願 審 査 区
長
の
手
当
て
が
ど
う

変
わ
る
の
か

問　

今
ま
で
と
の
違
い
は
。

答　

仕
事
の
内
容
は
従
来
ど
お
り

で
す
。
金
額
は
、
平
等
割
が
９
万

５
０
０
０
円
か
ら
11
万
円
に
な

り
、
世
帯
割
が
１
５
０
０
円
か
ら

１
２
０
０
円
に
引
き
下
げ
に
な
り

ま
す
。

問　

算
出
根
拠
は
削
減
目
的
な
の

か
。

答　

近
隣
町
村
と
比
較
し
て
、
区

長
の
意
見
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

削
減
で
は
な
く
、
格
差
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

問　

区
長
の
理
解
は
得
ら
れ
た
の

か
。

答　

各
地
区
の
区
長
会
長
と
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
し
、
案
を
ま
と
め

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
納
得
は
得

ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

区
長
の
仕
事
は
大
変
な
の

で
、
仕
事
の
精
査
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　

設
置
規
則
を
明
文
化
し
て
、

研
修
会
も
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

国
保
税
の
引
き
上
げ
は

問　

値
上
げ
幅
︵
率
︶
は
。

答　

医
療
分
の
均
等
割
り
と
介
護

納
付
金
の
均
等
割
り
で
算
出
し

て
、
６
・
39
％
の
増
で
す
。

問　

7
割
・
5
割
・
2
割
の
法

※

定

減
免
世
帯
が
国
保
世
帯
に
占
め
る

割
合
は
。

答　

43
・
５
％
で
す
。

問　

法

※

定
外
繰
り
入
れ
が
他
町
村

と
比
較
し
て
、
当
町
は
少
な
い
の

で
は
。

答　

他
町
村
と
比
較
す
る
と
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
法
定
外

繰
り
入
れ
あ
り
き
で
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問　

な
ぜ
今
な
の
か
。
値
上
げ
を

抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

答　

基
金
が
底
を
つ
い
て
お
り
、

年
間
で
８
０
０
０
万
円
の
不
足
が

生
じ
ま
す
。

　

今
回
の
基
本
的
な
考
え
方
は
極

力
、
法
定
外
繰
り
入
れ
を
抑
え
る

こ
と
と
、
被
保
険
者
と
公
費
の
不

足
分
の
穴
埋
め
を
双
方
が
折
半
で

行
な
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
５
０
０
万
円
の

増
額
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　

滞
納
者
が
さ
ら
に
増
え
て
、

結
果
的
に
思
う
ほ
ど
の
財
政
効
果

が
上
が
ら
な
い
の
で
は
。

答　

特
別
収
納
対
策
室
等
で
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

高
額
療
養
費
制
度
を
被
保
険

者
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

出
前
講
座
も
含
め
て
積
極
的

に
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

水
道
事
業
給
水
条
例

問　

消
費
税
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の

都
度
議
論
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

料
金
の
改
定
で
あ
れ
ば
議
論

は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
消
費

税
率
の
改
定
と
と
も
に
毎
回
条
例

改
正
を
実
施
す
る
の
は
考
え
に
く

く
、
消
費
税
率
の
適
正
な
転
嫁
を

し
て
い
き
ま
す
。

問　

課
税
分
の
料
金
引
き
下
げ
は

で
き
な
い
の
か
。

答　

課
税
事
業
者
と
し
て
、
町
も

課
税
仕
入
れ
を
し
て
い
る
状
況
で

消
費
税
を
支
払
っ
て
い
る
の
で
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
現
状
で

は
、
余
剰
金
が
必
要
と
な
り
現
状

の
ま
ま
で
対
応
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
お
が
わ

の
指
定
管
理
者
の
指
定

問　

自
主
事
業
で
行
な
っ
て
い
る

こ
と
は
何
か
。

答　

今
期
ま
で
は
自
主
事
業
は
行

すたむちゃんのひと口メモ

※法定減免…世帯全員の所得を申告して、前年中の所得が

国の定める所得基準以下である世帯について、保険料の均

等割額と平等割額が所得に応じて、当町の場合には 7 割・

5 割・2 割が減免されます。

※法定外繰り入れ…歳入不足を補うために、自治体独自の

判断で一般会計から国保会計に繰り入れを行なうこと。

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
来
期
事
業

計
画
か
ら
親
子
体
操
教
室
・
小
学

生
工
作
教
室
な
ど
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。

問　

計
画
書
で
は
町
施
策
に
沿
っ

て
介
護
予
防
・
健
康
管
理
が
な
さ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
の
み
で
実
施
す
る
の
が

も
っ
た
い
な
い
と
考
え
る
が
。

答　

旧
上
野
台
中
学
で
健
康
増
進

教
室
、
ま
た
パ
ト
リ
ア
で
は
介
護

予
防
教
室
な
ど
展
開
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふれあいプラザでのトレーニング風景

議　員　名
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の
隣
に
あ
る
町
有
地
を
一

の
隣
に
あ
る
町
有
地
を
一

部
利
用
し
て
、
車
の
回
転

部
利
用
し
て
、
車
の
回
転

広
場
を
検
討
し
て
い
ま

広
場
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
す
。質

問
新
た
な
宿
泊
施

設
︵
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
︶
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

答
弁
建
設
課
長

建
設
課
長　　

99

月
議
会
の
後
、

月
議
会
の
後
、

ホ
ン
ダ
独
身
寮
を
手
が
け

ホ
ン
ダ
独
身
寮
を
手
が
け

て
い
る
ホ
ン
ダ
関
連
会
社

て
い
る
ホ
ン
ダ
関
連
会
社

き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す

き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
予
算
ヒ
ア
リ

が
、
今
後
、
予
算
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
中
で
精

ン
グ
を
実
施
す
る
中
で
精

査
し
て
い
き
ま
す
。

査
し
て
い
き
ま
す
。

就
農
者
に
対
し
て

支
援
策
や
解
決
策

等
の
そ
の
後
は

質
問
新
規
就
農
者
へ

の
定
住
化
推
進

の
取
り
組
み
は
。

答
弁
産
業
観
光
課
長　

産
業
観
光
課
長　

︵
公
社
︶
県
宅

︵
公
社
︶
県
宅

建
業
協
会
埼
玉
西
部
支
部

建
業
協
会
埼
玉
西
部
支
部

と
﹁
空
き
農
家
住
宅
用
情

と
﹁
空
き
農
家
住
宅
用
情

報
バ
ン
ク
﹂
制
度
の
協
定

報
バ
ン
ク
﹂
制
度
の
協
定

締
結
に
向
け
て
協
議
中
で

締
結
に
向
け
て
協
議
中
で

あ
り
、
条
件
が
整
い
次
第
、

あ
り
、
条
件
が
整
い
次
第
、

運
用
を
考
え
て
い
き
ま

運
用
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
す
。

答
弁
総
務
課
長

総
務
課
長　

意

　

意

義
あ
る
こ
と
と

義
あ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

質
問
細
川
紙
の
ユ
ネ

ス
コ
登
録
が
石

州
半
紙
、
本
美
濃
紙
と
と

も
に
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
細
川
紙
の
準
備
不
足

と
な
る
と
当
町
が
大
変
な

責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
。
準
備
体
制
は
万
全
な

の
か
。

答
弁
町
長
町
長　

不
備
の

　

不
備
の

な
い
よ
う
全
力

な
い
よ
う
全
力

で
取
り
組
む
つ
も
り
で

で
取
り
組
む
つ
も
り
で

す
。
す
。

質
問
町
の
顔
で
あ
る

町
の
顔
で
あ
る

駅
前
整
備
と
北

駅
前
整
備
と
北

口
開
発
の
進
捗
状
況
は
。

口
開
発
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
建
設
課
長

建
設
課
長　

駅

　

駅

前
広
場
の
整
備

前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

や
地
権
者
等
と
そ
の
都

や
地
権
者
等
と
そ
の
都

度
、
お
話
を
し
て
い
ま
す

度
、
お
話
を
し
て
い
ま
す

が
、
財
政
的
な
課
題
が
多

が
、
財
政
的
な
課
題
が
多

く
、
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

く
、
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

北
口
開
発
に
つ
い
て
は
、

北
口
開
発
に
つ
い
て
は
、

改
札
を
含
め
、
小
川
高
校

改
札
を
含
め
、
小
川
高
校

前
の
道
路
の
拡
幅
や
高
校

前
の
道
路
の
拡
幅
や
高
校

や
新
た
な
行
政
需
要
に
対

す
る
補
正
予
算
を
編
成
す

る
な
ど
、
事
務
事
業
の
推

進
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

質
問

来
年
度
の
歳

入
・
歳
出
に
対

す
る
財
政
状
況
の
見
通
し

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

政
策
推
進
課
長　

歳
入
は
特
別
収

歳
入
は
特
別
収

納
対
策
室
の
設
置
や
コ
ン

納
対
策
室
の
設
置
や
コ
ン

ビ
ニ
収
納
導
入
等
、
確
実

ビ
ニ
収
納
導
入
等
、
確
実

に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す

に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す

が
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
様
の

が
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
様
の

見
込
み
で
す
。
歳
出
は
、

見
込
み
で
す
。
歳
出
は
、

累
増
す
る
社
会
保
障
関
連

累
増
す
る
社
会
保
障
関
連

経
費
や
小
川
日
赤
へ
の
財

経
費
や
小
川
日
赤
へ
の
財

政
支
援
等
、
多
く
の
も
の

政
支
援
等
、
多
く
の
も
の

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
大

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
大

あ
る
が
、
町
長
の
考

え
は
。

答
弁
町
長
町
長　

県
と

　

県
と

の
話
し
合
い

の
話
し
合
い

も
含
め
、
実
現
に
向
け

も
含
め
、
実
現
に
向
け

て
努
力
し
ま
す
。

て
努
力
し
ま
す
。

質
問
川
の
再
生
に

つ
い
て
、
県

へ
の
要
望
は
可
能
か
。

答
弁
建
設
課
長

建
設
課
長　　

下
小
川
、
下

下
小
川
、
下

里
地
域
の
区
長
等
の

里
地
域
の
区
長
等
の

意
見
を
収
集
し
、
多
自

意
見
を
収
集
し
、
多
自

然
工
法
を
取
り
入
れ
て
も

然
工
法
を
取
り
入
れ
て
も

ら
う
つ
も
り
で
す
。

ら
う
つ
も
り
で
す
。

質
問
里
山
資
本
主
義

を
参
考
に
町
の

山
林
を
活
用
し
た
木
質
ペ

レ
ッ
ト
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
り
立
つ
可
能
性

も
あ
る
が
。

答
弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

民
間
か
ら
の
提

民
間
か
ら
の
提

案
が
あ
れ
ば
森
林
組
合
等

案
が
あ
れ
ば
森
林
組
合
等

と
連
携
を
と
り
、
考
え
て

と
連
携
を
と
り
、
考
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

い
く
つ
も
り
で
す
。

質
問
町
内
に
住
む
有

識
者
リ
ス
ト
の

早
期
作
成
は
。

質
問
朝
夕
の
通
勤
時

間
帯
に
交
通
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
箇
所

も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
対

応
と
対
策
は
。

答
弁
建
設
課
長

建
設
課
長　

交

　

交

通
渋
滞
の
解
消

通
渋
滞
の
解
消

の
た
め
に
、
環
状
１
号
線

の
た
め
に
、
環
状
１
号
線

並
び
に
町
道
２
２
８
号

並
び
に
町
道
２
２
８
号

線
、
一
般
県
道
本
田
小
川

線
、
一
般
県
道
本
田
小
川

線
の
早
期
完
成
に
向
け
て

線
の
早
期
完
成
に
向
け
て

整
備
を
推
進
し
て
い
ま

整
備
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
す
。

質
問
政
府
の
経
済
政

政
府
の
経
済
政

策
効
果
に
よ
る

策
効
果
に
よ
る

景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
る

景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
る

中
、
当
町
の
財
政
状
況
は

中
、
当
町
の
財
政
状
況
は

厳
し
く
、
限
ら
れ
た
財
源

厳
し
く
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
果
的
に
配
分
し
、
既

を
効
果
的
に
配
分
し
、
既

存
事
業
の
徹
底
精
査
と
歳

存
事
業
の
徹
底
精
査
と
歳

入
の
確
保
、
さ
ら
に
効
果

入
の
確
保
、
さ
ら
に
効
果

的
な
行
政
運
営
と
経
費
抑

的
な
行
政
運
営
と
経
費
抑

制
を
柱
に
財
政
運
営
を
行

制
を
柱
に
財
政
運
営
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

状
況
は
。

状
況
は
。

答
弁
政
策
推
進
課
長　

台
風
等
の
影
響

に
よ
る
一
部
進
捗
に
遅
れ

の
あ
る
事
業
も
あ
り
ま
す

が
、
お
お
む
ね
順
調
に
進

展
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

元
気
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
建
設
事
業
の
前
倒
し

質
問
新
し
い
﹁
ま
ち

づ
く
り
﹂
を
実

践
し
て
い
く
に
は
、
知
恵

と
力
と
勇
気
が
必
要
で
あ

る
。
全
国
の
成
功
例
を
見

る
と
、
す
べ
て
地
域
独
自

の
価
値
を
見
つ
け
、
正
し

く
評
価
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
町
民
一
人

一
人
の
能
力
を
生
か
し
、

将
来
を
見
据
え
た
新
た
な

﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
の
実
践

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

栃
本
親
水
公
園
、

栃
本
親
水
公
園
、

駅
周
辺
開
発
を
優
先
に
考

駅
周
辺
開
発
を
優
先
に
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

質
問

駅
北
口
開
設

は
、
ホ
ン
ダ
か

ら
も
早
急
に
と
の
要
望
も

財政状況

来年度予算編成における今後の見通しは

第四次総合振興計画

ラスト３年、新たな「まちづくり」の実践は

企
業
誘
致

ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
の
稼
働
に
伴
う
影
響
と
町
の
活
性
化
は

鋭
意
努
力
を
し
ま
す

歳入は前年同様。歳出は予算ヒアリングで精査

栃本親水公園・駅周辺開発を優先

髙瀬　勉議員

根岸成美議員

松葉幸雄議員

か
ら
、
宿
泊
施
設
の
立
地

か
ら
、
宿
泊
施
設
の
立
地

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
。
町
長
か

が
あ
り
ま
し
た
。
町
長
か

ら
も
誘
致
す
べ
く
、
町
有

ら
も
誘
致
す
べ
く
、
町
有

地
を
含
め
早
急
に
検
討
す

地
を
含
め
早
急
に
検
討
す

る
よ
う
指
示
を
受
け
、
関

る
よ
う
指
示
を
受
け
、
関

係
各
課
と
協
議
を
行
な
っ

係
各
課
と
協
議
を
行
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
学
童
保
育
の
在
り
方
は

◎
来
る
次
期
町
長
選
挙
は

ビジネスホテルを
小川町に！ 期待します !!

人の集まる町って
どんな秘訣があるのかな

これからは “オール小川”
で考えてほしい

みどりが丘から駅周辺を望む
稼働したホンダ寄居工場
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規
就
農
者
数
は
、

規
就
農
者
数
は
、
2222
年
度
年
度

ま
で
の

ま
で
の
1010
年
間
で

年
間
で
1212
人
、
人
、

平
成
平
成
2323
・・
2424
・・
2525
年
度
は

年
度
は

と
も
に
２
人
で
、
こ
の
う

と
も
に
２
人
で
、
こ
の
う

ちち
1616
人
が
有
機
農
業
実
践

人
が
有
機
農
業
実
践

者
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

者
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

高
齢
化
に
よ
る
営
農
活
動

高
齢
化
に
よ
る
営
農
活
動

が
低
迷
し
て
い
る
状
況

が
低
迷
し
て
い
る
状
況

下
、
耕
作
放
棄
地
の
予
防
・

下
、
耕
作
放
棄
地
の
予
防
・

再
生
・
復
元
を
進
め
て
い

再
生
・
復
元
を
進
め
て
い

く
に
は
、
新
規
就
農
者
の

く
に
は
、
新
規
就
農
者
の

確
保
が
重
要

確
保
が
重
要

で
す
。
そ
こ

で
す
。
そ
こ

で
、
定
住
に

で
、
定
住
に

向
け
た
﹁
農

向
け
た
﹁
農

家
用
住
宅
情

家
用
住
宅
情

報
バ
ン
ク
﹂

報
バ
ン
ク
﹂

の
立
ち
上
げ

の
立
ち
上
げ

を
準
備
し
て

を
準
備
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

比
べ
女
性
職
員
の
比
率
が

比
べ
女
性
職
員
の
比
率
が

低
い
状
況
で
、
こ
れ
は
積

低
い
状
況
で
、
こ
れ
は
積

極
登
用
の
妨
げ
と
い
う
こ

極
登
用
の
妨
げ
と
い
う
こ

と
よ
り
も
要
因
と
し
て
挙

と
よ
り
も
要
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

げ
ら
れ
ま
す
。

　

③

　

③
クク

※※
オ
ー
タ
制
の
導
入

オ
ー
タ
制
の
導
入

は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
考

は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

質
問
早
期
退
職
を
防

止
す
る
た
め
、

職
員
組
合
と
の
協
議
を
実

施
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
総
務
課
長

総
務
課
長　

町

　

町

か
ら
職
員
組
合

か
ら
職
員
組
合

に
逆
提
案
す
る
形
で
進
め

に
逆
提
案
す
る
形
で
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

た
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
平
成
2323
年
度
か
ら
細
川
紙

年
度
か
ら
細
川
紙

技
術
者
協
会
へ
の
国
庫
補

技
術
者
協
会
へ
の
国
庫
補

助
金
が
１
５
０
万
円
か
ら

助
金
が
１
５
０
万
円
か
ら

５
５
０
万
円
に
増
額
。
原

５
５
０
万
円
に
増
額
。
原

材
料
や
用
具
な
ど
、
補
助

材
料
や
用
具
な
ど
、
補
助

対
象
が
拡
大
し
、
町
も
支

対
象
が
拡
大
し
、
町
も
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

援
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
和
紙
に
携
わ
る
方
々
の

に
和
紙
に
携
わ
る
方
々
の

生
業
を
確
立
す
る
た
め
に

生
業
を
確
立
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
機
会
に
細
川
紙

も
、
こ
の
機
会
に
細
川
紙

を
含
ん
だ
﹁
小
川
和
紙
﹂

を
含
ん
だ
﹁
小
川
和
紙
﹂

の
販
路
拡
大
は
急
務
で

の
販
路
拡
大
は
急
務
で

す
。
す
。

　

多
く
の
課
題
解
決
の
た

　

多
く
の
課
題
解
決
の
た

め
、
全
庁
的
に
対
応
し
な

め
、
全
庁
的
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
お
り
、
検
討
に
入
っ

し
て
お
り
、
検
討
に
入
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
来
年
度
予
算
編
成
に
向

け
、
町
の
活
性
化
対
策

検
討
の
内
容
は

　

︵
栃
本
親
水
公
園
の
展

開
他
︶

◎
今
後
の
町
に
と
っ
て
必

要
な
人
材
・
各
種
組
織

を
ど
う
生
み
育
て
る
の

か

優
良
農
地
の
た
め
に

優
良
農
地
の
た
め
に

質
問
農
家
人
口
と
年

齢
別
農
業
従
事

者
数
、
新
規
就
農
者
数
、

耕
作
放
棄
地
解
消
に
つ
い

て
は
。

答
弁
産
業
観
光
課
長　　

平
成
平
成
2222
年
の
年

年
の
年

齢
別
農
業
従
事
者
数
は
、

齢
別
農
業
従
事
者
数
は
、

４
９
０
人
中

４
９
０
人
中
3030
〜〜
6060
歳
未
歳
未

満
が
満
が
5757
人
、
人
、
6060
歳
以
上
が

歳
以
上
が

４
３
３
人
で
す
。
ま
た
新

４
３
３
人
で
す
。
ま
た
新

答
弁
総
務
課
長

総
務
課
長　

①

　

①

現
在
、
町
職
員

現
在
、
町
職
員

は
２
７
３
人
、
う
ち
女
性

は
２
７
３
人
、
う
ち
女
性

職
員
は
１
０
９
人

職
員
は
１
０
９
人
3939
・・

９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
主
席
主
査
以
上
の
職

ま
た
主
席
主
査
以
上
の
職

員
数
は

員
数
は
9696
人
、
う
ち
女
性

人
、
う
ち
女
性

職
員
は

職
員
は
2424
人
で
人
で
2525
％
を
占

％
を
占

め
て
お
り
、
男
女
の
比
率

め
て
お
り
、
男
女
の
比
率

に
格
差
は
な
い
も
の
と
考

に
格
差
は
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

　

②
女
性
が
働
き
や
す
い

　

②
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む

一
方
で
、
一
家
と
し
て
人

一
方
で
、
一
家
と
し
て
人

生
プ
ラ
ン
が
重
要
視
さ
れ

生
プ
ラ
ン
が
重
要
視
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
管

る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
管

理
職
登
用
時
に
は
男
性
に

理
職
登
用
時
に
は
男
性
に

県
浜
田
市
に

視
察
に
行
っ

て
き
た
。
ど

ち
ら
も
、
そ

の
伝
統
技
術

継
承
へ
の
自

治
体
の
並
々

な
ら
ぬ
決
意

と
実
践
を
強

く

感

じ

た
。

そ
こ
で
あ
と

１
年
と
い
う

期
限
の
中
で
、

細
川
紙
の
﹁
和
紙
・
日
本

の
手
漉
き
和
紙
技
術
﹂
の
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
に
向
け
て
、
今
や
る

べ
き
こ
と
、
体
制
は
十
分

に
整
理
さ
れ
て
い
る
の

か
。答

弁
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　　

技
術
の
継
承
の

技
術
の
継
承
の

中
心
団
体
で
あ
る
﹁
細
川

中
心
団
体
で
あ
る
﹁
細
川

紙
技
術
者
協
会
﹂
に
国
・

紙
技
術
者
協
会
﹂
に
国
・

県
・
当
町
・
東
秩
父
村
が

県
・
当
町
・
東
秩
父
村
が

補
助
金
を
交
付
し
、
文
化

補
助
金
を
交
付
し
、
文
化

庁
調
査
官
を
は
じ
め
、
県
・

庁
調
査
官
を
は
じ
め
、
県
・

町
村
の
担
当
が
研
修
会
や

町
村
の
担
当
が
研
修
会
や

会
議
に
出
席
、
団
体
の
活

会
議
に
出
席
、
団
体
の
活

動
へ
の
援
助
・
ア
ド
バ
イ

動
へ
の
援
助
・
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
平
成
26
年
度
予

算
は
、
規
制
に

と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
な
政

策
で
。

答
弁
政
策
推
進
課
長　　

﹁
防
災
・
減
災
﹂、

﹁
防
災
・
減
災
﹂、

﹁
子
育
て
・
文
化
﹂、﹁
町

﹁
子
育
て
・
文
化
﹂、﹁
町

基
盤
の
整
備
﹂
の
柱
を
設

基
盤
の
整
備
﹂
の
柱
を
設

定
し
、
変
化
を
恐
れ
ず
、

定
し
、
変
化
を
恐
れ
ず
、

﹁
変
え
る
勇
気
﹂
を
持
ち
、

﹁
変
え
る
勇
気
﹂
を
持
ち
、

将
来
へ
の
礎
を
築
く
た
め

将
来
へ
の
礎
を
築
く
た
め

果
敢
に
取
り
組
む
よ
う
職

果
敢
に
取
り
組
む
よ
う
職

員
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

員
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

質
問
地
方
や
中
小
企

地
方
や
中
小
企

業
で
は
ま
だ
ま

業
で
は
ま
だ
ま

だ
景
気
改
善
の
兆
し
が
実

だ
景
気
改
善
の
兆
し
が
実

感
で
き
な
い
中
で
、
地
域

感
で
き
な
い
中
で
、
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

も
女
性
の
社
会
進
出
を
戦

も
女
性
の
社
会
進
出
を
戦

略
的
に
進
め
、
地
域
社
会

略
的
に
進
め
、
地
域
社
会

の
元
気
に
つ
な
げ
て
い
く

の
元
気
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
女
性
の
社
会
進
出
を

る
。
女
性
の
社
会
進
出
を

誘
導
す
る
役
割
と
し
て
、

誘
導
す
る
役
割
と
し
て
、

町
女
性
職
員
の
管
理
職
等

町
女
性
職
員
の
管
理
職
等

へ
の
積
極
登
用
に
つ
い
て

へ
の
積
極
登
用
に
つ
い
て

は
。
は
。

　

①
町
職
員
の
女
性
管
理

職
の
比
率
に
つ
い
て　

②

女
性
の
積
極
的
登
用
を
妨

げ
て
い
る
も
の
は
何
か　

③
ク
オ
ー
タ
制
を
導
入
し

た
ら
ど
う
か

質
問

議
会
と
し
て

﹁
本
美
濃
紙
﹂

の
状
況
視
察
に
行
き
、
登

録
に
向
け
て
の
課
題
が
見

え
て
き
た
が
、
か
え
っ
て

不
安
が
募
り
、
私
は
﹁
石

州
半
紙
﹂
の
拠
点
、
島
根

女性の社会進出

女性職員の管理職への積極登用を

細川紙のユネスコ登録

登録に向けて体制は十分か

26
年
度
予
算

規
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
、大
胆
な
政
策
を

果
敢
に
取
り
組
み
ま
す

現状は男女の比率に格差はない

多くの課題解決のため全庁的に対応

戸口　勝議員

井口亮一議員

山口勝士議員

教
材
は
ア
メ
リ
カ
語

な
の
に

質
問
各
小
中
学
校
に

派
遣
さ
れ
て
い

る
英
語
助
手
の
言
葉
が
、

ア
メ
リ
カ
語
・
イ
ギ
リ
ス

語
と
ば
ら
ば
ら
だ
が
。

答
弁
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

英
語
助
手
に
つ

英
語
助
手
に
つ

い
て
は
、
十
分
検
討
し
て

い
て
は
、
十
分
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

変化を恐れない勇気を

女性が早期退職しない、
働きがいある職場に

時間がない！今こそ行政手
腕が問われるユネスコ登録

小学校での英語授業

新任職員の研修風景

石州半紙・本美濃紙と肩を並べる手漉きに

※クオータ制…管理職の一定割合を女性に

するよう義務づけるしくみ。

すたむちゃんのひと口メモ
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す
。
ま
た
海
外
で
も

す
。
ま
た
海
外
で
も

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ペ

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ペ

イ
ン
等
で
﹁
小
川
和

イ
ン
等
で
﹁
小
川
和

紙
関
係
展
示
会
﹂
を

紙
関
係
展
示
会
﹂
を

行
な
い
、
好
評
を
博

行
な
い
、
好
評
を
博

し
て
き
ま
し
た
。

し
て
き
ま
し
た
。

質
問
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化

遺
産
記
載
予
定
の

﹁
細
川
紙
﹂
に
つ
い

て
、
一
定
の
基
準
づ
く
り

は
。答

弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

国
指
定
要
件
の

国
指
定
要
件
の

﹁
原
料
は
楮
の
み
、
伝
統

﹁
原
料
は
楮
の
み
、
伝
統

的
製
法
、
製
紙
用
具
、
伝

的
製
法
、
製
紙
用
具
、
伝

統
的
な
細
川
紙
の
色
沢
、

統
的
な
細
川
紙
の
色
沢
、

地
合
等
の
保
持
﹂
と
定
め

地
合
等
の
保
持
﹂
と
定
め

ら
れ
て
ま
す
。

ら
れ
て
ま
す
。

質
問
手
漉
き
和
紙
技

術
の
保
存
と
、

後
継
者
不
足
対
策
は
。

答
弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

細
川
紙
技
術
者

細
川
紙
技
術
者

協
会
で
は
、
国
・
県
・
町

協
会
で
は
、
国
・
県
・
町

開
け
、
そ
こ
に
煙
突
を
差

開
け
、
そ
こ
に
煙
突
を
差

し
込
み
、
上
に
向
け
、
缶

し
込
み
、
上
に
向
け
、
缶

の
中
を
断
熱
材
で
満
た
す

の
中
を
断
熱
材
で
満
た
す

と
聞
い
て
い
ま
す
。
熱
効

と
聞
い
て
い
ま
す
。
熱
効

率
が
よ
く
、
湯
も
沸
か
せ

率
が
よ
く
、
湯
も
沸
か
せ

る
そ
う
で
す
が
、
ノ
ウ
ハ

る
そ
う
で
す
が
、
ノ
ウ
ハ

ウ
に
つ
い
て
は
ま
だ
詳
し

ウ
に
つ
い
て
は
ま
だ
詳
し

く
知
り
ま
せ
ん
。

く
知
り
ま
せ
ん
。

　

﹁
水
﹂
に
つ
い
て
は
、

　

﹁
水
﹂
に
つ
い
て
は
、

平
成
平
成
1111
年
に
井
戸
所
有
の

年
に
井
戸
所
有
の

調
査
を
し
て
お
り
、
災
害

調
査
を
し
て
お
り
、
災
害

時
に
は
所
有
者
等
に
支
援

時
に
は
所
有
者
等
に
支
援

協
力
を
働
き
か
け
て
い
き

協
力
を
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

ズ
に
あ
っ
た
方
式
を
模
索

ズ
に
あ
っ
た
方
式
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

質
問
場
所
が
な
く
て

前
に
進
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か

場
所
を
確
保
で
き
な
い
も

の
か
。

答
弁
総
務
課
長

総
務
課
長　

担

　

担

当

課

も

含

め

当

課

も

含

め

て
、
内
部
で
調
整
で
き
る

て
、
内
部
で
調
整
で
き
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
検
討
し
て
い
き
た
い

で
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
健
康
長
寿

◎
災
害
時
の
対
応

夕
ま
つ
り
、
小
川
木
材
建

夕
ま
つ
り
、
小
川
木
材
建

具
工
業
協
同
組
合
﹁
木
工

具
工
業
協
同
組
合
﹁
木
工

ま
つ
り
﹂
に
て
木
材
・
和

ま
つ
り
﹂
に
て
木
材
・
和

紙
の
組
み
合
わ
せ
製
品
等

紙
の
組
み
合
わ
せ
製
品
等

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
伝

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
伝

統
工
芸
会
館
で
は
、
若
手

統
工
芸
会
館
で
は
、
若
手

継
承
者
が
中
心
に
手
漉
き

継
承
者
が
中
心
に
手
漉
き

体
験
を
は
じ
め
、
和
紙
作

体
験
を
は
じ
め
、
和
紙
作

成
工
程
の
材
料
・
道
具
類

成
工
程
の
材
料
・
道
具
類

展
示
・
ち
ぎ
り
絵
・
切
り

展
示
・
ち
ぎ
り
絵
・
切
り

絵
等
和
紙
の
素
晴
ら
し

絵
等
和
紙
の
素
晴
ら
し

さ
、
用
途
の
意
外
性
・
多

さ
、
用
途
の
意
外
性
・
多

様
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

様
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

況
は
。

答
弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

﹁
食
﹂
に
つ
い

﹁
食
﹂
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
担
い
手
確

て
は
、
地
域
の
担
い
手
確

保
の
た
め
に
も
国
の
支
援

保
の
た
め
に
も
国
の
支
援

制
度
で
あ
る
青
年
就
農
給

制
度
で
あ
る
青
年
就
農
給

付
金
の
推
進
等
を
農
業
委

付
金
の
推
進
等
を
農
業
委

員
会
と
連
携
し
、
就
農
プ

員
会
と
連
携
し
、
就
農
プ

ロ
セ
ス
の
検
討
を
し
て
い

ロ
セ
ス
の
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

　

﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
に
つ

　

﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
に
つ

い
て
は
、
エ
コ
・
ス
ト
ー

い
て
は
、
エ
コ
・
ス
ト
ー

ブ
は
ロ
シ
ア
の
ペ
チ
カ
と

ブ
は
ロ
シ
ア
の
ペ
チ
カ
と

似
た
構
造
の
よ
う
で
、
一

似
た
構
造
の
よ
う
で
、
一

斗
缶
等
の
下
部
に
横
穴
を

斗
缶
等
の
下
部
に
横
穴
を

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
な

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
学
童
ク
ラ
ブ
の
希

か
な
か
学
童
ク
ラ
ブ
の
希

望
に
沿
っ
た
条
件
が
整
う

望
に
沿
っ
た
条
件
が
整
う

こ
と
が
難
し
い
状
況
で

こ
と
が
難
し
い
状
況
で

す
。
す
。質

問
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
な

の
か
。

答
弁
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

長長　

共
同
負
担

　

共
同
負
担

に
よ
り
臨
時
職
員
を
雇
用

に
よ
り
臨
時
職
員
を
雇
用

し
て
、
会
計
事
務
を
担
当

し
て
、
会
計
事
務
を
担
当

す
る
方
式
を
検
討
し
て
い

す
る
方
式
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
場
所
が
あ

ま
す
が
、
ま
ず
場
所
が
あ

り
ま
せ
ん
し
、
協
議
も
ま

り
ま
せ
ん
し
、
協
議
も
ま

だ
煮
つ
ま
っ
て
い
ま
せ

だ
煮
つ
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
当
町
に
合
っ
た
も
の

ん
。
当
町
に
合
っ
た
も
の

を
投
げ
か
け
な
が
ら
ニ
ー

を
投
げ
か
け
な
が
ら
ニ
ー

質
問

平
成
26
年
秋

に
、
本
美
濃
紙
・

石
州
半
紙
・
細
川
紙
３
件

が
一
括
し
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
﹁
日
本
の
手

漉
き
和
紙
技
術
﹂
と
し
て

登
録
さ
れ
た
場
合
、
活
性

化
策
は
。

答
弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

小
川
和
紙
工
業

小
川
和
紙
工
業

協
同
組
合
と
商
業
組
合
が

協
同
組
合
と
商
業
組
合
が

連
携
し
た
﹁
小
川
和
紙
求

連
携
し
た
﹁
小
川
和
紙
求

評
宣
伝
会
﹂、
さ
ら
に
七

評
宣
伝
会
﹂、
さ
ら
に
七

質
問
一
昨
年
起
こ
っ

一
昨
年
起
こ
っ

た
東
日
本
大
震

た
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
一

災
と
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
大
事
故

原
子
力
発
電
所
の
大
事
故

を
教
訓
に
、
町
が
サ
ブ
・

を
教
訓
に
、
町
が
サ
ブ
・

シ
ス
テ
ム
と
し
て
﹁
食
﹂

シ
ス
テ
ム
と
し
て
﹁
食
﹂

﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂﹁
水
﹂
を

﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂﹁
水
﹂
を

確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て

確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
。
は
。

　

﹁
食
﹂
食
料
を
自
給
す

る
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
策
は
あ
る
か
。

　

﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
木
の

枝
４
〜
５
本
で
暖
房
と
煮

炊
き
等
に
使
え
る
エ
コ
・

ス
ト
ー
ブ
の
急
速
な
普
及

等
の
動
き
に
つ
い
て
ご
存

知
か
。

　

﹁
水
﹂
災
害
時
の
井
戸

の
確
保
に
関
す
る
準
備
状

質
問
学
童
保
育
を
利

用
す
る
保
護
者

の
負
担
軽
減
︵
会
計
処
理

な
ど
︶
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
話
し

合
い
が
も
た
れ
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答
弁
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

長長　

９
月

　

９
月
3030
日日

に
学
童
保
育
室
代
表
者
会

に
学
童
保
育
室
代
表
者
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
席

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
席

上
、
指
導
員
の
給
与
の
計

上
、
指
導
員
の
給
与
の
計

算
等
、
会
計
処
理
の
た
め

算
等
、
会
計
処
理
の
た
め

に
休
暇
を
取
る
こ
と
が
、

に
休
暇
を
取
る
こ
と
が
、

保
護
者
の
負
担
に
な
っ
て

保
護
者
の
負
担
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し

い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
当
町
に
あ
る
社
会
資

た
。
当
町
に
あ
る
社
会
資

源
を
利
用
し
て
、
何
と
か

源
を
利
用
し
て
、
何
と
か

負
担
を
軽
減
で
き
な
い
か

負
担
を
軽
減
で
き
な
い
か

東日本大震災を教訓に

サブ・システムとしての「食」「エネルギー」「水」の確保

子育て支援

学童保育を利用する保護者の負担軽減を

細
川
紙
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録

和
紙
を
活
用
し
た
町
の
活
性
化
策
は

七
夕
ま
つ
り
等
で
Ｐ
Ｒ
し
、海
外
で
も
展
示
会
を
行
な
っ
た

食では、担い手確保の推進を検討

打開策を検討していきます

大戸久一議員

金子美登議員

髙橋さゆり議員

の
補
助
金
を
受
け
、
３
人

の
補
助
金
を
受
け
、
３
人

の
研
修
生
に
技
術
保
持
者

の
研
修
生
に
技
術
保
持
者

が
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

が
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

た
和
紙
工
業
協
同
組
合
で

た
和
紙
工
業
協
同
組
合
で

も
、
県
・
町
の
補
助
金
を

も
、
県
・
町
の
補
助
金
を

受
け
、
平
成
７
年
度
〜

受
け
、
平
成
７
年
度
〜
1111

年
度
、
平
成

年
度
、
平
成
1616
年
度
〜

年
度
〜
2020

年
度
に
か
け
て
小
川
和
紙

年
度
に
か
け
て
小
川
和
紙

技
術
継
承
者
育
成
事
業
を

技
術
継
承
者
育
成
事
業
を

行
な
い
、

行
な
い
、
3030
人
の
和
紙
技

人
の
和
紙
技

術
継
承
者
が
生
ま
れ
ま
し

術
継
承
者
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
現
在
そ
の
う
ち
３
人

た
。
現
在
そ
の
う
ち
３
人

が
伝
統
工
芸
会
館
・
体
験

が
伝
統
工
芸
会
館
・
体
験

学
習
セ
ン
タ
ー
・
工
房
で

学
習
セ
ン
タ
ー
・
工
房
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

活
躍
し
て
い
ま
す
。

これからは地域社会
での子育てが必要です

このままで細川紙の
ユネスコ登録大丈夫かな

手を伸ばせば、すぐそこに
食とエネルギーと水を！

小川和紙手漉き光景

八和田学童

羽釜が使えるエコストーブ
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　本欄の投稿依頼があり、思いつ

くままに少し気になることを書き

述べてみたいと思います。

　広報を見ると昨年も400人ほどの人

口減少で、この問題は小川町だけに限りませんが、

町政においてもさまざまな議論が交わされ、課題に

取り組んでいただいていると思います。

　大きな事件・事故もなく、自然災害も少なく、豊

かな自然に囲まれた環境で住民の温かさに恵まれた

生活は、この町に住み続けたいと願う住民が60％

近い結果が示していると思います。しかし、減少が

続くのは非常に残念なことであります。

　町政においてもご努力されてはいると思います

が、積極的に企業の誘致を図り、地元で働ける環境

づくりをお願いしたい。また、以前にも投稿されて

おりましたが、使用されていない公共建物の早期の

再利用の検討をしていただければと思います。

食育を学んで思うこと
角山上　石

いしかわ

川吏
り か

香

少し気になること
下里四区　松

まつおか

岡一
かず

眞
ま

　看護師時代に褥
じょくそう

瘡対策で学んだ

栄養マネジメント、自営業で「食」

で生活させてもらっていることなど

から興味を持ち「食育」の資格を取得

しました。

　それを生かして、店では食品ロスを減らす試みを

しています。仕入れから工夫をして、仕込んで無駄

を出さないことや、メニューの量に段階を設け、自

分に合った量が注文できるなど。

　食の安全やらバランスやらいろいろ学びました

が、食育とは「命をいただくから、いただきます」「感

謝を込めて、ごちそうさま」に尽きる。そんな簡単

なことが大切だと思います。

　食育の学習を通して、食を大切にすることは自分

の命も他者の命も大切にすることにつながり、それ

を家庭や、自然豊かな小川町という地域で伝えてい

けたら、食材となった動物や植物と生産者の皆様へ

恩返しができるかな、と考えるようになりました。

質
問
災
害
時
に
は
情

報
伝
達
手
段
が

複
数
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
メ
ー
ル
配
信
の
登

録
は
。
防
災
行
政
無
線
の

整
備
の
推
進
、
災
害
時
に

地
域
で
中
心
と
な
る
人
へ

の
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与

は
。答

弁

総

務

課

長

総

務

課

長　　

メ
ー
ル
配
信
の

メ
ー
ル
配
信
の

登
録
者
は

登
録
者
は
1010
月
１
日
現
在

月
１
日
現
在

で
８
９
４
人
で
す
。
登
録

で
８
９
４
人
で
す
。
登
録

を
増
や
す
働
き
か
け
を
今

を
増
や
す
働
き
か
け
を
今

後
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

後
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

答
弁
教
育
長

教
育
長　

情
報

　

情
報

提
供
の
も
と
に

提
供
の
も
と
に

対
応
し
た
い
。

対
応
し
た
い
。

質
問
③
昼
間
人
口
と

夜
間
人
口
に
つ

い
て
、
昼
間
人
口
の
増
加

現
象
に
よ
り
、
住
民
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。
交
通
網
の
整
備
に

対
す
る
考
え
は
。

答
弁
建
設
課
長

建
設
課
長　

安

　

安

全
か
つ
快
適
で

全
か
つ
快
適
で

利
便
性
が
高
く
な
る
よ
う

利
便
性
が
高
く
な
る
よ
う

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
夜
間
人
口
は
大

切
な
町
民
が
大

半
だ
と
考
え
る
が
、
車
・

鉄
道
利
用
者
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
へ
の
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
を
進
め
て
ほ
し
い
が
。

答
弁
建
設
課
長

建
設
課
長　

町

　

町

長
が
鉄
道
会
社

長
が
鉄
道
会
社

へ
直
談
判
し
て
い
ま
す
。

へ
直
談
判
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
網
の
整
備
を

ま
た
、
交
通
網
の
整
備
を

指
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

指
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
努
力
し
推

で
、
積
極
的
に
努
力
し
推

進
し
ま
す
。

進
し
ま
す
。

答
弁
総
務
課
長

総
務
課
長　

現

　

現

在
庁
舎
に
太
陽

在
庁
舎
に
太
陽

光
発
電
設
備
の
整
備
を
進

光
発
電
設
備
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
電
力
を
売

め
て
い
ま
す
。
電
力
を
売

電
す
る
の
で
は
な
く
、
使

電
す
る
の
で
は
な
く
、
使

用
電
力
の
一
部
を
補
う
方

用
電
力
の
一
部
を
補
う
方

式
で
す
。
ご
指
摘
の
貸
屋

式
で
す
。
ご
指
摘
の
貸
屋

根
方
式
は
、
老
朽
化
に
よ

根
方
式
は
、
老
朽
化
に
よ

る
施
設
改
修
の
問
題
な
ど

る
施
設
改
修
の
問
題
な
ど

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
状

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
考
え

況
を
見
極
め
な
が
ら
考
え

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

町
内
外
に
発
信

町
内
外
に
発
信

す
べ
き
情
報
量
の
増
加
や

す
べ
き
情
報
量
の
増
加
や

多
様
化
に
、
対
応
し
て
い

多
様
化
に
、
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
②
７
年
後
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場

を
目
指
す
方
を
応
援
す
る

た
め
の
施
策
は
。

答
弁
教
育
長

教
育
長　

県
事

　

県
事

業
﹁
彩
の
国
プ

業
﹁
彩
の
国
プ

ラ
チ
ナ
キ
ッ
ズ
﹂
等
の
参

ラ
チ
ナ
キ
ッ
ズ
﹂
等
の
参

加
者
を
応
援
・
紹
介
し
ま

加
者
を
応
援
・
紹
介
し
ま

す
。
す
。質

問
小
川
和
紙
を
大

会
で
使
っ
て
も

ら
う
努
力
を
し
て
は
ど
う

か
。答

弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

昭
和
昭
和
3939
年
の
大

年
の
大

会
で
使
用
し
た
と
の
記
録

会
で
使
用
し
た
と
の
記
録

が
あ
り
ま
す
の
で
、
再
び

が
あ
り
ま
す
の
で
、
再
び

使
用
し
て
い
た
だ
け
る

使
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。
す
。質

問
過
去
の
大
会

に
係
わ
っ
た

方
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
つ
き

で
紹
介
す
る
こ
と
は
。

質
問
防
災
を
主
点
に

し
た
貸
屋
根
方

式
に
よ
る
太
陽
光
発
電
整

備
が
あ
る
。
場
所
の
提
供

と
使
用
料
は
受
け
る
が
、

設
置
・
管
理
は
事
業
者
の

責
任
、
売
電
益
も
事
業
者

に
。
し
か
し
、
災
害
時
は

切
り
替
え
て
電
力
を
行
政

が
無
償
で
使
用
す
る
と
い

う
も
の
だ
。
町
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
と
思
う
が

検
討
を
。

質
問
①
お
も
て
な
し

に
つ
い
て
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
を
全
町
民
で
共
有

し
た
い
が
。

答
弁
福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長　　

各
計
画
や
構
想

各
計
画
や
構
想

の
も
と
で
進
め
ま
す
。

の
も
と
で
進
め
ま
す
。

質
問

観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
の
外
国

語
対
応
は
。

答
弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

現
在
は
米
韓
中

現
在
は
米
韓
中

の
３
ヵ
国
語
、
他
の
言
語

の
３
ヵ
国
語
、
他
の
言
語

に
対
し
て
は
検
討
し
ま

に
対
し
て
は
検
討
し
ま

す
。
す
。質

問

当
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
外
国

語
対
応
は
。
ま
た
、
デ
ザ

イ
ン
や
シ
ス
テ
ム
の
変
更

近い将来

夢と希望をもって進める町へ

防
災
対
策

電
力
確
保
に
公
共
施
設
の
貸
屋
根
方
式
を

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
整
備
方
法
を
考
え
ま
す

政策の中で考えていきます

柳田多恵子議員

島﨑隆夫議員

ル
化
が
完
了
し
ま
す
。

ル
化
が
完
了
し
ま
す
。

メ
ー
ル
配
信
、
防
災
行
政

メ
ー
ル
配
信
、
防
災
行
政

無
線
以
外
に
は
、
広
報
車

無
線
以
外
に
は
、
広
報
車

に
よ
る
広
報
や
警
察
・
消

に
よ
る
広
報
や
警
察
・
消

防
署
・
消
防
団
に
協
力
要

防
署
・
消
防
団
に
協
力
要

請
を
し
て
巡
回
に
よ
る
情

請
を
し
て
巡
回
に
よ
る
情

報
の
周
知
を
行
な
い
ま

報
の
周
知
を
行
な
い
ま

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
︵
個
別

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
︵
個
別

受
信
器
︶
の
貸
与
は
、
今

受
信
器
︶
の
貸
与
は
、
今

後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
町
の
災
害
見
舞

金
の
増
額
や
対

象
の
拡
大
︵
一
部
損
壊
や

敷
地
内
へ
大
量
の
土
砂
が

流
れ
込
ん
だ
場
合
な
ど
︶

に
つ
い
て
検
討
は
。

答
弁
総
務
課
長

総
務
課
長　

調

　

調

査
基
準
が
あ
り

査
基
準
が
あ
り

ま
す
の
で
、
慎
重
に
判
断

ま
す
の
で
、
慎
重
に
判
断

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

備えあれば憂いなし
ですよ！

過去にこだわるのではなく、
見直し、そして、活かしていく！

QR コードを読み取って
簡単に登録できます

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

携
帯
電
話
用

細川紙が結ぶ縁
すたむちゃんと
わしのちゃん
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議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会は次回定例会は

からですからです33月月44日（火）日（火）
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委　　員 髙橋さゆり
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No.70

編集後記

シリーズ　安全・安心の主役たち⑨議 員
記者クラブ

我が町我が町 再 発 見 小正月の花かきと繭玉づくり

完成した花かきと繭玉を前に

看板の制作はどのようにしていますか。

６年生の卒業制作でつくっていました。各地区危険箇所に
合った言葉を考え、そこに子どもらしい自由な発想で絵
を加えています。

苦労話があったらお願いします。

製作までの時間がかかるのと、設置する時期が厳寒期に
なっているため、保護者の負担も大変です。

課題はありますか。

木製看板のため、劣化への対応。事業の見直し（製作時
期を再考、卒業制作の一環で行なうかなど）。

安全に関する会長の思いをお願いします。

この看板設置や、こどもあんしん110番の家、さらに
児童の登下校時の見守り活動にご協力をいただいてい
る地域の皆様、ありがとうございます。

担当：島﨑隆夫

Q

Q

A

A

Q

Q

A

A

八和田小学校PTA八和田小学校PTA
危険箇所看板設置活動危険箇所看板設置活動

　「新しい年
が幸多いもの

であれ」と思わずご来光に手を合わせ
たくなると編集会議で圧倒的な支持を
受け、Ｔ委員の作品が表紙を飾りまし
た。ユネスコ登録申請を前に、ことし
を小川和紙の「飛躍の年に！」は議会

全体の願いでもあります。
　今号では、政策提言の一端を皆さん
にお知らせしたいと「見開き」で取り
上げました。ことしも編集委員一同侃

かん

侃
かん

諤
がく

諤
がく

、議会の様子をわかりやすくお
知らせしていきます。どうぞよろしく
お願いします。　　委員長 柳田多恵子

ホームページで
会議録の検索・
閲覧ができるよ
うになりました。
ぜひごらんください。

　この看板は、通学路のみならず日常の生活圏
において、児童と周辺住民・その他の方々に注
意を促し、安全を確保したいという思いから始
められました。
　児童による絵や文字入れは、自分たちに関わ
ることである意識づけの意味を持ちます。また、
見る方への注意喚起は味のある文字により、柔
らかく伝えられているのではないでしょうか。
　今回は、平成 25年度ＰＴＡ会長増田圭亮さん
に伺いました。

安全を呼びかける
通学路の設置現場

子どもたちが自由な発想で
作成した看板

　古くからの伝統行事、小正月の花かきと、
繭玉づくりを行政区の役員を初め、愛育班
員や地域の有志の皆さんと、毎年行なって
います。
　昨年は雨と雪にたたられ、大変でした。
三世代交流も含めての行事なので、皆さん
この日を楽しみに待っているようです。
　高齢者の方には、団子を小枝に差していた
だき、花かきをする人とに分かれて作業をし
ます。これを 60セットくらい作成し、75歳以上
の高齢者のお宅へ届けています。
　この後、集まった皆さんと一緒に楽しい食事会となります。
毎年待ち遠しい新年の行事です。

愛育会下小川一区 支部長　愛育会下小川一区 支部長　千千
ち の き み えち の き み え

野喜美恵野喜美恵


